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號七第卷一第誌雜究硏物植 


植物研究11誌 第5第七號 大正六年育？日 


〇繪晝卜植物 

牧野富太郞 

大正五 年十月十四日ヨリ十一月二十日- i 互ツー 7"東京 ノ 上野公園.- 一於テ 文部省ノ第十回美術展 覽會ガ 開ヵレター 
■日私メ 閑ヲ #*■ テ 之ヲ觀一 一行 ツタ其時 西洋 晝ノ方ハ餘リ 注意. シナカツタガ其日本晝ノ 方ノ 植物並-一植物入.リノ畫 
一ーメ可ナ リ實 ■際卜一要 ツ' タモ ノガ多 力.ツタ ノガ3： -! ツィ タノ デ 私 1' 一三時間程ヲ費シ.テ其 一^ノ晝ヲ歷觀シ其實 
際卜•背馳 シタ點ヲ書キ 附ケテ 來夕又或ル 次ノ日-一再ビ入場シ 凡一時間位 カヽツテ 前日-一見落シタモノヲ更-一書 
■キ附ヶテ 來タガ此二 回ノ書キ附ゲ ガ即チ下 — 記ス， 所ノ 批評 デア 〆 

:私ハ 當時之ヲ東京朝日新聞ノ第一•萬九百四號(大正 五 年十一月十二 n 發行) 卜第一萬 九 百五號(同 十三 日發行 )卜 
第一萬九百七號(同十五 日發行 ) 卜並二第一萬 九 百 十二號 (同 二十日發行 Y 二 揭ゲテ畫家諸君ノ參考二 供シタ 
ガ.然シ'從來植物學ヲ行ツテ居ル人カラ此樣-一多少精細二且此樣ーー多數ノ晝ヲー擧シテ是非シタノハ是レ.ガ始メ 
テノ羡二思フカラ今パ過去ノ事二屬シテ居火ガ記念/爲メニ私/此雜誌ニモ之ヲ錄シ テ 後日一一殘シテ置ク尤 
モ數年 前-一 私メ矢張文展ノ晝ヲ觀夕二三度コンナコトヲシテ當時ノ新聞雜誌デ其批評ヲ世-一公■一ー シタ'コ.トキア 
ツタガ其中デ今回ガー.番數モ多ク且多少精シク記シクノデア火 

:〇大正五年開設文部省美術®覽會ノ出品^觀タル繪晝卜植物 ■ 

R ハ晝家一一向ツテ草木ヲ植物學的二描ケト注文スルモノ.デ/決シテナィガ然シ如何-一美術的一ーナシタモノデ毛 

繪.畫と植物 
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繪畫 i 植物 I ___ 

其土臺ノ形狀ダケパ是非トモ實物卜背馳シナイ樣ーーシタイモノダト私ノ常々念ス所デァル即チ形ヲ實物卜違, 
ズーー之ヲ美術化シタモノデナケンパナラヌト思フテ居ル今揚內-一陳列シヲァ，多數ノ繪畫ヲ觀レバ晝家ハ其實 
物ヲ描寫ス 〆 上-一就テ間違ヒノナイ樣一ート相應一一努カシーグ居，跡ガ十分,|看取セラ，、ガ然シ尙其間一一幾多 ノ 
誤謬ガ頻出、 V テ居ルノハ甚ダ殘念デ堪ラナイ依ツテ左-一聊力愚見ヲ述べテ見ヨウト思フ晝家諸君ノ御參考ニモ 
ナレパ誠-一幸甚ノ至リデァル 

•炭竈(材上鳳湖)晝中 - i 胡桃即チおに r るみガァルガ其果實ノ穗ガーハ值上シーハ點頭シーハ下垂シテ居^. 
其直上スルモノ乇點頭スルモノモ共.一ーヨクナイノデ此等ハ皆下垂シテ居ナケレバナラヌァノ.重_タイ果實ガ療セ 
長イ果梗二幾顆モ附着スルモノデァルカラドウシテモ下垂セズ - I ハ居ラレナイ即チ實際.一ーサクナツテ居ンノデ 
ァル又くるみノ果實ノ外皮'ノ熟スレバ綠色カラ黑ミガヽリ決シテ茶色,ーナルモノデナイ其レ故七,^;/實ノ蒙 
ナ色二晝クノパヨクナイ又畫中11ほ、のきガァルガ其各枝端一ーァ 〆 頂芽ノ下ノ節間ガ皆餘リ長スギル即チ芽卜 
葉 Ol ' oy 間ガ餘リ延ビ過、ギテ居，ガ實際ハ之ヨリズツト短イソシテ秋ノ芽トシテハ餘リ茅體ガ大キ過ギル 
©初夏 (山 本曉邦)此晝中ノ樹木ハは- CN 兔んじゅ j 名にせあかしあ西祥俗名「口—ヵスト、ツリ . II 學 名，； ービニ 
h ^ フセウ 1 K アカシア ト云フモノデァツテ決シタ何ンノ誤9モナイガ樹下-1支那人ガ居，カラ何力其支那人相 
應ノモノヲ畫イテ大-一滿洲ノ 土地夕，コトヲ示シタラドクダラウ此樹ハ原卜北米產ノモ.ノデ亞細亞ノモノデ、ノ 
ナイガ今/諸方一一移植セラレテァルヵラ多分滿洲デモ普通，一植ラごブァルデァラウ其レ故畫者ガ其レヲ實寫シ 
夕-一 相違 ナカラウト思フガ然シ此樹ガァル爲メ-一少シ乇滿洲タルコトヲ發揮シテ居ナイハ殘念デァルコレ/支 
那人ガ 亞米利 加へ行キ其樹傍一一家ヲ建夕其前-一屈ンデ居ルトモ言へ V デハナイヵ扨此樹二對シテ强テ非難ヲ言 
へ X 其花穗ガ短クテ餘リ厚.過ギ,コトデァル此花穗ハ植物學上ノ術語デ言へバ單總狀花デァ 〆 ヵラ此晝ノ樣一一 
厚イコトハナイ箬デァル. 
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• 春なが(落合朗風)榈ノ枝ガ餘リ繁ス、ギグ又其葉モ餘リ小ス，ギ且枝上一一互生シテ居，ノハ誤リデア 〆 桐ノ葉 
ふ 枝 上-一對生シテ居 ナケレバナラス 又桐 / 枝、ノナ ク繁 密ナモノデハナク總體粗大ナモノ.デアル 
•綠蔭(保間素堂)晝中ーー刺楸即チはりぎ办一名せんの^.ガ大11擴ガッテ居,ガ枝ガ餘リ細過ギ又垂レ過ギダ 
又葉ガ枝端ノ方一一集マッタ樣二出テ居 〆 /ハヨイガ中-ーハ其下ノ方-一又一簇リ集マッテ出ープ居 〆 モノガアグガ 
此樹ハ落葉木デ其葉ハ皆秋末二落ツ，其レ故此樣二幾層ニモナッテ枝上-一出デ、居ルコトハ決シテナイ此畫-一 
、ノ凡ソ四箇年程モ經夕處 -1 葉ノ出テ居ルモノガ描イテアル又幹一ーモ舊ク太クナリタ 〆 .老刺ガ多少ハアリタイ又 
枝ノ下部ノ方ニモ刺ガアリタイ又葉脈ノ正シクナイ葉ガ多イ此樹ノ葉ハ掌狀裂デ其各裂片ニハ必ズ葉ノ基部ヨ 
リー條ノ主脈ガ直通シテ居ル決シテ此畫-1アル樣-一主脈、ガ途中デ分レテ隣ノ裂片へ走リ第二主脈ニナッテ居 〆 
モノデハナイ又樹下—ア，ぎぼぅしノ花德二枝ガ分レテ居ル樣-一見ユ，モノガアッーグ且其花下-一綠色ノ萼樣ノ 
モノ、ガ付イテ居ダノハ決シテ描寫ガ正シクナイ今少シク其植物ヲ呑ミ込ンデ描イテ貰ヒタイト思フ 
•歌垣の人々(野田九浦)右ノ圖ノ樹ハ何ヤラ分ラズ晝者ハ何ノ樹ノツモソデ描キシカ聞キタシ左圖ノ桐、 v 葉 
ガ枝上二互生シテ居ル コレ モ對生-1描カネパ桐トナラヌ又ソノ花穗ノ形狀モ拙イ 

•秋圃(林文塘)畫ノ右隅ノ モノ ハ大豆力大豆- i シテハ 花ガ大 キ過ギ，或ハつるなしいんげんカソレ-ースレパ 
先ブ無難 卜言へルガ晝者ハ果シテソンナ凝ッタ 物 ヲ寫シ タデ アラウカふぢまめノ花穗一二 一條 ノ枝ヲ分 チ シモノ 
ガア，ガ誤謬デアル 

❿花合せ(川崎小虎)龍膽ノ花ノ暌クトキハす V きハ旣二穗ガ出テ居ナケレバナラナイ又此時分-一、 V やまゆ-^ 
並一!卷丹/花ハ旣一一時期ガ後レ y 最早見ラレナイ故二之ヲ同時一一描クハ惡イ沙參即チつ'りが.ねにんじんノ花ハ 
此畫-!ア,樣二花冠口へ雄蘂ハ出ナイデ花柱ガ花冠外へ著シク抽出シナ居ナヶレバナラナイ又やまゆりハ京都 
邊一ーハ生ジナイカラ之レヲ此樣ナ繪へ入ル、ハ詮索ヲ缺イデ居ル葛ノ花ハ早暌キハやまゆ$卜同時位-一稀-一見 

. 繪畫と植物 
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■ 繪畫と植■物 __ 

ラル、トシテ乇 通常山野デ盛ン ニ 眹出ス頃 ハ 此百合ノ花/最早ヤ見 ラレ ヌ外一 一幾ラモ 適當ナ草ガ アグ カ' ラソレ 
ヲ選ンダラヨイト思フ 

•露の5.ぬま(永田泰水〕蓮ノ葉ハ通常夕、>圓形二見ユ,ガ然シ前後ガアッテ頭卜尾ガチャント分ッテ居,從 
ツ.テ葉脈モ前方卜後方トデ區別ガアル此畫デハ少シモソ1/ガ注意サレテ居ナイデタ'> 其葉脈ガ無意味一一葉ノ中 
央ヨリ叫方- r 射出シク居 V 今少シ注意シク描イタ 蓮ノ葉一 一 意味アラシメテハ如何 

鬱秋の.林 ( 吉岡畢堂) ほ、 のきノ枝端ニア， oljt 芽ガ村上鳳湖氏ノ炭竈ニア，ほ、 のき 卜同ジク其芽 ノ下ノ 節間 
ガ餘リニ長キニ失 5/' テ居ダ然シ其茅ノ形狀ハ炭竈 ノソレ ヨリハ此方ガズット正シイ 

•首夏(淸水古關〕.木蘭ノ蕾ガ皆眞直一!立ッテ居 〆 ガコレハ是非トモー樣-11方へ彎曲シテ居ラネバナラヌ即 
チ始終日光/中 〆 方'ガ能ク生長スルモノデア. V カラ蕾、ノ常二北ノ方へ向フテ曲ッテ居 〆 モノデア，コレ V 同屬 
中ノ玉蘭デモ辛夷デモ皆同樣デアル 

•ゆたかなる國土(尾竹竹坡)豌豆ノ描寫ガ實際卜違ッテ居,點ガア，中-1モ其花ノ兩側へ小キ翼ヲ付ケタ樣 
.二殊更-一突出シテ居ル小瓣ガア,ガ騎豆ノ花ニハソンナモノ、ノ決'>テナイ畫者、ノ何ノ爲メーーコンナモノヲ殊夏 
二附ケタ■力私ニハ分ラナイ 

• ロッぺン鳥(水上泰生)此晝ノ植物ハ間違ハナイガ畫中11アル其二種ノ草ハ普通ノ人二二分ルマイカラ此二 
其名ヲ揭ゲヨウ即チ其葉ガ菜ノ樣デ黃色ノ菊ノ樣ナ花ヲ着ケ テ 居 〆 モノ、 ノぇ'ぞを r る ま一名ぼれやきな卜云フ 
乇ノデき く科ノ 多年草デアルコレ.ハ北海道ヨリ樺太ニ カケタ 海邊二多キ柔カキ草デアル今ーツハ禾本科 ノ ー種 
デはまにんにく一名てんき一名 a るくさ 一名く S とぅ卜云フ モノ デ北地 ノ海濱 砂揚ノ植物デア， 此草ノ 葉，、ノ强 
イカラ編ミ-グ小サキ籠ナド ガ造ラ レ，質ガ强 イカラ籐一 I 比べ ーブ草籐ノ 名ヲ得 夕乇ノ デアル 
• 藤ノ花(松并香瑶)花穗ガ長キ«ノ途中ヨリ別一一小枝ナシ-一直接一一數條出ーグ居，モノガアルガ實際二ぐ決シ 
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一 7" ナイ藤ノ花穗ハ必ズ去年ノ枝ヨリ出ネ、パナラヌ.若シ老枝ノ途中ヨッ出夕樣ナモノ.ガアッタトスレバ其處ニハ 
必ズ去年出夕短キ目立タヌ枝ガ見出サグヽデアラウ又畫ノ中央-ーアッテ這ヒ付凃テ居，植物ハ葉ノ形.狀カラ見 
夕多分1錦デ T ラウト思フガ若シつたナレパ此畫ノ樣-一決シーブ其葉 V 去年ノ枝上-直接-一出ブ 〆 モノデハナイ 
(若シ此畫ガ常春藤トスレバ此植物、ノ常綠品故其ンナコ.卜；ノ，アル.、 V 常デア，)莖-一氣极ノ付イテ居 y 所ヲ見ルト 
先ゾきづたトモ言へルガ ( 尤モつたモ舊莖二/少々极ガ出 〆 )葉狀デハ地錦卜言ヒタイ然シ地錦ナレバ別二短 
キ卷鬚ガナヶレ X ナラヌ地錦ノ卷鬚 -1 ハ枝端二圓形ノ吸盤ガ.アッテ其デ他物へクッッイテ居 〆 
•群^ OMO 硏(平田松堂)右ヨリ第ニノ畫面ノ右侧 -1 描ヶ，ルす V らん一名ち j みかげ3ぅハ花德.長キ-一失シ又花ノ 
數ガ多過ギ又花蓋.力開..^過ギテ居 〆 第四/畫面ノ右惻ノ葡萄ノ果穗ガ葉腋ヨリ出デ居ルツ誤リデコレゾ日1非卜 
モ葉-一對シテ出ネ X ナラヌ即チ葉卜反對ノ側へ出レバ宜シイ又葉ガ對生.シタ處ガアルガコレモ惡イ又.地錦ノ果 
實ハ此樣二今年ノ長枝上二出ルモノデハナイアノつたハ今年生長シタ蔓デアルソレハ其上-一葉ガ互生シー r 居ル 
カラ分ルつ/2ノ葉ハ必ズ其年二生長シク枝/上デナケ V バ出ヌ乇ノデア，若シ老枝/末ヨリ出タモノガアレバ 
此枝ハ植物學上デ言フ短枝ナノデ其葉ノ生ジ居ル點メ矢張今年生長(非常-一短縮シテ居レドモ〕シクモノデアル 
又此つたノ果穂ノ柄、ガ長遇ギルノミナラズ其果實/色ガアノ樣 >一藍ガ、ラズーーモット黑クナッタ居ラネパナラ 
ヌ又あさがほノ花モアノ樣 -1 蔓上一 I 連續シテー度- i 數花ガ咲クモノデハナイー體此四幅ノ晝ハ美術眼' ■* ラ觀レ 
V ヨイカへ知ラヌガ私ノ眼カラ/其植物ヲ描ク頗，拙劣ヲ極メタ見エ 〆 濃厚ナル彩色畫故絢爛目ヲ奪フノ觀ハ 
アルガ r 问 — ョイト感ジナイ私ハ之レガ特選 - i 入ッテ居グノヲ不思議—思フノデアル(未 S 


〇かぅやの a んねんぐさ及ビ其近似種 

理學博士 岡材 周諦 

かぅやのまんねんぐ3及- K ' l 其近似種 
















